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第21 困地盤震動シンポジウム (1993)

釧路沖地震

一一蘇る過去の教訓と今日的課題一一

l 主旨説明

2. 1993年釧路沖地震の発生メカニズムと地震動
ーやや深発地震による強震動の特徴一

3. 1962年広尾沖地震に関する研究成果とその後の
地震工学に提起された諸課題

4. ~II路市内の地盤震動

4 -1 ~II路地方気象台での強震動の特徴

4 -2 ~II路港湾での強震動の特徴

4 -3 ~II路気象台周辺の常時微動特性と建物被害

4 -4 ~II路市内の震度分布と被害

5. 被害の特徴と地震予防

5 -1 1993年釧路沖地震の発生条件と被害
一概往の地震被害と比較してー

5 -2 1993年釧路沖地震におけるライフライン系
の被害と復旧

5 -3 人的被害の慨要と街路における危険度評価
の試み

5 -4 被害の特徴と地震予防ー釧路沖地震を契機
にして考える地震防災システム上の課題一
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被害の特徴と地震防災
剣l路沖地震を契機にして考える地震防災システム上の課題

Earthquake Damages and Disaster Prevention 

-Some ωpi凶釦drelated problems on 血e 1993 Kushiro-oki earthquake-

多賀直恒.
Naotsune TAGA 

Fun伽mental aOO important features in variousωmageshappen凶 in 自己 1993 Kushirかoki 白川lquake

are 泊diωIed in fo町 ωtegories; re蹴æh field, adminis回tion. inhabitant and enterprise. Main discussions 
are foc凶edon two points of view : (1) 山einc偲asing developments of 児島8IChfield of disaster prevention 
S回tegy with 血e change of time and urban sc:犯iety. (2) establishment of reぉaICh freld for 伺抽q凶ke

di鎚S町s in not only natwaI science approach field. but a1so 銃犯凶aOO cultural 1詑ience ar hum創lities.

The fmal goal of resea詆 p凶poseof a s回路gy of preven凶on 飢d midiga畯n ofω巾中ake 也mage

and disaster is 10 bui1d up a 鎗fe urban performance. 百lerefore. there are m釦y difficu1ties and problems to 
oVeICOmefiぽ the settJement of a 副er period and sωiety. It is of most importance how 10 maintain the 
functions of urもan performan∞ and life convenience. rather 山an safety of human life and resistance of 
structures to destructive strong 闇thquake motions. 

1.地震災害の実態把握

釧路沖地震の被害経験を通じて考えなければならない

「地震防災システム」と言う立場からの問題提起と解決

すべき事項を整理し，今後の緊急的な取り組みの課題を

対象とする.直後的な被害，これを契機として検討すべ

き大きな問題，新しいテーマ，これまで扱われなかった

問題点の指摘は何か，池袋被害像の具体的なイメーヅ化

のため錫11路沖地震の特徴としては，次のような一般的事

項が指摘されている.

1) 揺れが大きかった

2) 住家の敏害が少なかった

3) 揺れの割りに死者が少なかった

4) 室内散乱による負傷者が多かった

のライフラインが被害を受けた

6) 電話が輔験して情報伝達に支障をきたした

さらには.

1)加速度が大きいのに被害程度は小さい

2) 造成地の被害と対策の在り方が問題である

3) 被害者への対応と生命保障や生活補償の問題

4) 負傷者の鋭急医療体制と情報の伝達・連絡体制

5) 一部破損の彼害や室内での被害が増大した

6) ライフライン系の被害や復旧速度，特にガス

7) 地震火災の発生状況の判断，真冬の休日の夜

8) ソフト地震工学の勧め

これを地震防災システム的な立場から ~II路沖地震彼害

の全体像の概観し，都市のアキレス腿，都市の脆弱性を

検討追及するために，その特徴の要約する.

1) 人的被害の状況と解釈が比較的大きくて重要な問題

である.人災構造の解明，死者・重症者・軽傷者の属

性と被害原因など状況の整理

晴名古屋大学工学部建築学科，教授，工学博士

刃物的被害は土木分野での彼害が大きい

港湾や道路など，構造的な被害と住宅内での被害状

況，構造部材から非構造部材へと被害対象が変化

3) ライフラインの彼害から都市の機能被害

都市生活の依存度，市民生活の障害として交通の混

乱はない，冬の寒い休日の夜の地震だから

4) 被害発生地減は限定された所で発生している

造成地の被害，劣悪な地盤条件

危険な地盤条件での居住生産施設の立地

5) 経済的な被害損失額の算定方法

4ω億円と言われている.

災害の経済的な評価と心理的損失に対する対応

6) 工学的な問題の提起と解決

災害発生時での機能維持をいかにするか

7) 行政的に対応を迫られている課題

法律・条例.経験的.事例的.

災害情報の収集整理連絡伝達保存方法体制の確立

2. 対象とする研究範囲の拡大

研究領域の新しい構成(別項目参照) .災害研究の拡

大は詳細化と総合化と境界領域の拡大がある.

地震動の研究→地盤震動の研究→耐震構造の研究→

→地震工学の研究→都市災害と都市防災→

→社会システムとしての研究→社会心理学的な研究→

→災害研究の総合化

(1)皮相的な一次災害現象の記述

基本的には建築をベースに地震被害現象を観察する.

関係する研究分野の広域化と専門化が並存する中での災

害を見る眼は，種々存在する.既往の方法と新しい視点

での災害研究が多岐にわたって行われている.

(2 )人的彼害，震度調査，構造物の被害の規模と程度
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死者・負傷者の被災原因や属性の歴史的・統計的な比

較によって，社会の耐震性整備の変遷が窺える.最近の

地震被害の一般的な傾向として，機造物の金援・半緩に

比較して一部破損の増大する特徴は，地震による死者数

の滅少と軽傷者の増大に象徴される.社会的な耐震制度

の普及程度を計る一つの尺度になる.

地震計のない地点での地震動の大きさや震動状況を，

墓石の転倒調査による水平震度や卓越震動方向の推定が

良〈行われる.墓地の立地条件としての地形や墓石の積

み方・数量などを科学的に整理する必要がある.

アンケート震度は観測精度を l 桁向上させているが，

何を判断するのか，定量的評価の向上と被害程度の関係

(3 )災害発生時の緊急応，樹応

災害時の情報の収集と必要な情報の伝達連絡体制

負傷者と病院の連絡体制

災害時の情報連絡体制

消火活動
緊急時の救急車の稼働状況

(4 )研究範囲の広域化

地震動の研究→建築構造の研究→

→都市社会システムの機能障害という視点

(5) 人間行動・災害時の人間の心理

災害時の人間行動を重視

・遊雛行動:津波と土砂災害時と一般的な場合
.対策行動:転倒防止

.消火行動:地震を感じての哨睦の行動

-介護保護行動:病人，ハンディキャップ，老人，

幼児

・不動行動:動けなくなる，個人の物理的・心理的

衝撃と集団的な行動

・ボランテイア活動:救急支援活動

(6 )都市計画・社会システム上の課題

個人の能力を鎗えたシステムの中での人間の行動と判

断が迫られる.

(7)都市機能と都市問題

ライフライン依存の生活の中で，都市ガスの被害状況

と復旧対応が緊急の課題である.地域の社会的な耐震性

の整備が必要である.

(8 )情報化時代の防災対応

災害情報の伝達方法，緊急連絡体制.

家族の安否の確認方法

(9) 人文社会科学的問題

自然現象から人間の係わる社会的関係として検討する.

(1 0) 高齢化時代の防災

やがて高齢時代にはいる

地震による死亡者の原因と属性の詳細研究

死者 2名(老人)の状況の解明

3. 防災関係者の意識の変革

時代の変化，社会状況の変化に従って，災害に関心を

持つ研究者の対応と対象及rJI.IiJf究方法が変化しつつある.

防災に携わる関係者の意識も変化してきている.

(1)災害研究者の取り組み

災害の専門研究者の不在，別の専門領域の研究の傍ら

災害の研究もするという 2 足の草縫，ついでの副次的研

究などが契機で災害の研究に入る場合が多い.災害研究
を本格的に追究し，研究していくた的にzは，多くの方法

と情報・知識が必要であり，それを有機的に総合化して

いく事が求められている.既往の研究方法の踏襲から，

より詳細な研究方法の確立と新しい視点に立った研究の

内容・方法・分析の提案が期待される.

(2 )行政担当者の防災に対する考え

多くの自治体の防災行政担当者は，数年を単位に部署

の移動をする場合が多く，従って防災を専門にする行政

マンが少ない.この事実は仕事の内容に関する本質的な

取り組みが困難になる可能性が強い.対応する施策や計

画立案に際して担当者の意識構造が如実に反映すること

になる.平均的には，横並ぴ，縄張り，数字偏重，一過

性などの傾向が強<.独自の考え方を展開することは稀

であり，抵抗がある.防災計画の拠り所として行われる

地震後害予測に関しでも，非専門化集団であるため，学

者依存のお任せ的な結呆に頼り勝ちであるので，今後は

地域に根ざした固有の独自の考え方の提示と判断を確立

することが必要である.

(3) 一般国民の防災意識

住民にとって日常性と非日常性の安全に関する認識は

地域特性に依存し，各個人の過去の災害体験に大いに関

係する.例えば，地震の活動度の高い地域は地震対策が

主体になり，台風が毎年重量来する地域は，台風や水害を

基本にした災害に対する取り組みがある.

現代は情報化社会であるので災害に関する最新の情報

を住民に周知徹底して，個人意識の醐・強調と地域社 <
会の連帯感の欠如を補い突発する災害に備えなければな

らない.

時代認識として古〈片寄った防災意識，周辺環境が変

化した状況での対応と災客観，個人主義と近隣社会のコ

ミュニティーの形成など多〈の問題を検討すべきである.

(4 )企業の防災活動

企業活動の一貫として，文化活動いわゆるメセナーに

見られる最近の企業の社会的なアピールとして，社会の

一員として周辺住民に対しての災害救援活動が一部で行

われている.特に企業活動の中で得意な分野において威

力を発掲する.

(5 )ボランティア活動と教育

今春.上智大学文学部社会貢献講座がスタートした.

日本の若者にボランテイア意欲・社会貢献意織が薄いの
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は偏差値教育の現われ.人を思いやる教育が必要である.

企業のフイランソロピー〈社会貢献活動)を担う人材

を養成するのが狙い.そのためには正規のカリキュラム

で位置づけ，勉強の成果をきちんと評価することも必要

である.授業の狙いとして ボランテイアに興味はある

が，どうしていいか分からないという学生は多い.ボラ

ンテイアの楽しさや感動を体験することによって，今後

この道に入るきっかけになることを期待する.ボランテ

イア活動を評価する試みは教育現場だけでな〈企業まで

及んでいる.ある銀行では来春の新卒者採用試験で，ボ

ランテイアの活動歴も専攻基準の一つに加えている.履

歴書に記入欄を設け，面接でも必ず聞くという.こうし

た動きに対する反対意見も存在する.ボランティアはあ

くまでも自主性に任せるもので，学校や企業が奨励や評

価することで，興味のない人に無言の圧力や強制力が加

わる危険性もある.

4. 災害研究体制の再構築

(地震災害研究者の災害を見る視点の拡大)

災害が時代と共に変化し社会状況が激変する中で人々

の災害に対する意識も変化している.従って災害の実態

と本質を追究するためには.新しい視点が要求される.

新しい問題の発見と同時に新しい解決の視点が要求され

る.具体的には，都市災害の特徴と機能災害的側面に関

し，被災した都市の地域の全体像を先ず知るべきであろ

う.次に個々の被災事象を全体像の中での過去の災害と

対比して見る.さらに地域の地形地盤条件を調査する.

また，単一の文様に留まらずに時間と空間の分布の関係

を明白にすべきである.以下に幾つかの立場を指摘する.

(1)研究の領域の現状

1) 地震動:入力地震動の研究と工学と地震学の接点

2) 機造と抵抗:各種構造の耐震性の研究と耐震設計手

法の開発

3) 地盤条件:立地条件として，地形・地質・土質など

災害と関係する要因の研究

4) 都市機能ライフライン:社会システムの災害

5) 人間行動と国民意識:災害と人間

6) 被災住民の救済制度:制度法律保障

7) ハードからソフトへ:構造施設から維持管理運営ま

で災害発生から復旧過程

8) 災害の実態の詳細分析と新しい問題の発見:

災害は進化する

9) 国際化時代の対応:技術移転と交際協力援助体制

10) 学会の災害研究分野の再編成:災害を本質的に研究

する分野の確立が必要と考えられる.

地震学会，建築学会，土木学会，地域安全学会

(2) 個別事象から全体事象へ

社会的な事象として都市構造が複雑化し多様化し互い

に相互関連を有するようになってきた.例えば，空間的

に地域的な広がりの中で，個別の事象から地域的な被害

分布さらには日本の他の事例から世界における位置づけ

を調査する.

時間的に過去から現在までのマクロな時間変化と地震

音世主に見られるようなミクロな時間変動の中での被害事

象の詳細な追及が求められる.

(3 )地震の発生から被害を受けて復旧・再建まで

地震動や構造物など理学的工学的な見地から，都市構

造・社会構造・人間行動など人文社会的な立場からの被

害現象に対する総合的な検討考察が必要になってきた.

地震工学から社会工学や人間行動，人関心理に及ぶ広

範囲な領携を対象にするようになってきた.

(4 )情報化社会の情報連絡ネットワークの形成

被害地震発生の情報は現在電波を通じてテレピ上に写

し出され被災地を除けば全国ほとんど同時に知らされる.

この情報伝達の速さに対して，国民の反応と対応は複雑

である.その理由は，情報化社会における情報連絡体制

のハードとソフトの問題点が一挙に反映されるからであ

る.一般国民は被災地に向けて親類知人に安否の問い合

わせ電話をかける.その結果，許容範囲を越えて集中す

る電話の交信で幅駿状況を生じ，一般加入の電話では逮

絡が取れなくなる.被災地では行政に被害状況が報告さ

れ，火災の先生・負傷者の救出・ガス漏れの対応・重傷

者の病院移送などの情報連絡は，一般加入電話の他に各

種無線の連絡ネットワークが利用される. しかし地震に

よって施設に被害が生じておれば使用が不可能であり，

専用の連絡回線は，他のネットワークとの連絡が出来な

い.この地震の一つの大きな課題は，各機関相互のネッ

トワークを早急に整備することを指摘している.医療機

関相Eの緊急速絡体制の整備が当面の課題となる.

(5) 国民の災害救済意識と行動

災害時，人の手助けは有り雛い.困った人を見ると人

を助けるのは人聞の本能である. しかしこれを具体的な

行為で実行するには，努力と勇気がいる.欧米に比べて

日本では，なかなかボランテイア文化が根付かないと言

われる. しかしこれを浸透させるために，地域活動への

取り組みを評価し，支援していこうという機運が教育現

場や企業社会の中で盛り上がりつつある.被災者の救援.

義援金，ま丸急活動を通じて社会貢献や国際貢献への関心

の高まる中で，ボランティア活動と防災の意識を定着し

ていくであろうか.

(6 )ライフライン災筈と都市機能

防災先進国の地震対策の課題として，機能被害が重要

視されてきている.都市における社会活動や一般の市民

生活がライフラインに依存しているが，これが地震時に

何等かの被害を受けると，都市機能生活機能がマヒする

という問題を抱えている.ζれまでの経験によると，地

盤条件の劣悪な地減における埋設管が現代都市の持って

いる災害に対する脆弱性を露呈している . ライフライン
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シナリオをどのように描いて，社会として国家としての

サポートをする方法を確立していく方向にあるのか.

自治体の防災体制の中での被害予測の現状は，各自治

体と協力者が独自の考え方で実施されている.その方法

や内容及ぴ計画への組み込み方も多様である.それには，

行政の防災意識のレベルと防災研究者や学者の責任意識

の係わりで総合的な検討の時期に来ている.

(3) 企業活動と防災

文化活動から災害支援活動へ

企業活動の一貫として社会還元するのも努め

(4 )国民・住民の意識と責任役割

意識の変革と時代の変化の認識

消火活動とライフライン依存生活

災害の特徴と変化に対する対応

(5 )防災問題のシステム化

学会としての対応

国連の活動支援

研究内容の活性化と深化

総合化・関連化・階層化・逮鎖化・有機化・

地域化広域化・住民参加
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事例研究1. r地震動の大きさと被害程度J
基本的な検討課題の設定に問題がある.

系統的にシステム的に問題の本質を採る.

0入力が大きかった:釧路で約 9∞gaI 震源深さ 107 km, 

応力降下量4∞ bar 震度VI M 7.8 

0木造住家被害率の関係は? :建物の建設年代，工法，

内容.系時表現.和学的説明

O被害数字の本質を解釈する;

死者 1 ，重傷者 1 1 3 ，軽傷者 819 全壊 1 2 ，半

壊72 ，一部破損 338 7 被害損額463億円

側11路気象台の地震記録の最大加速度の値と被害の程度

の解釈として，地震動の空間的な時間的な分布と地形地

盤条件との対比はどの程度分かっているのか.特殊なも

のを一般的に議論をしていないか.事例研究と普通性の

追及，木造建築の北海道と本州との比較など多くの問題

が残されている.横並び研究と横並ぴ調登の弊害であろ

う.地震被害現象の解釈と解決には，工学的・科学的判

断と解釈が必要である.地震動記録の詳細分析だけから

は明磁に出来ない.

l鋤の被害災害は入力(地震動) >祇抗(構造物) n 

の関係で生じる.構造物の耐震性に関する研究とタイア

ップして初めて明らかになる.設計手法・施工方法・一

般の技術水準は時代と共に変化する.鉄筋コンクリート

構造・鉄骨格造・木構造は，それぞれ構造材料特性に基

づく抵抗を有する.

地震災害に関係する研究者が専門化し過ぎている，構

造の研究者ではなく地震の研究者であったり，構造の研

究者ではなく， RC ・ s. w構造の中でのさらに細分化

した研究領域での専門家であり，総合的な判断が求めら

れるような問題に対して正当な方法を行使できない湯合

がある.専門領域での判断，既往の方法と既往の手法に

よる判断には限界があり，新しい発想の考え方や視点が

でにくい杭轡にある.ある場合は一般論的議論である，

また別の湯合は，個別的議論である，歴史的な比較をし

た詳細議論も必要である.このような状況は，学会の研

究体制なのか.研究者個人の意識の問題か，地震災害の

研究は，学際的で総合的で多くの分野の基本的な情報が

必要である.基本的な立場は建築であり，建築をペース

に関連分野を総動員して判断されることが必要である.

起こっている現象に対して，社会の変化に対して災害も

変化し新しい方法・立湯が求められているにも係わらず，

研究者の個人の歴史的な変容は余りなく，青年・壮年・

若手・塾年・老年といった世代の役割が感じられない.

一方的に観測された地震動記録の詳細な解析により複

雑性を指摘はあるが，構造物側の詳しい検討は余りなく，

例えば構造物の破填や被害程度は.構造物の建設年代・

設計方法・施工方法・維持管理状況で耐震性は大いに依

存する.木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート迭のそれぞれ

の構造形式に対して被害程度規模の経年的な検討が必要

である.木造全体を一纏めにせず構造物サイドの被害の

科学的に詳細な分析をすべきである.えてして専門分野

からのみのアプローチに徹しているきらいがある.

事例研究 2. r人災構造の変化と分析J
災害の規模や大きさを計る尺度として種々のものが使

われている.その中で人間の災害に対する係わりを分析
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